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１．はじめに

　2018年４月、弘前大学の附置研究所である

北日本新エネルギー研究所と食料科学研究所

は再編統合により、「地域戦略研究所」として

新たにスタートしました。

　北日本新エネルギー研究所は、2009年３月

に前身の「北日本新エネルギー研究センター」

が設立され、2010年10月に研究所の発足から

７年半、食料科学研究所は、2013年４月の発

足から５年の活動を継承し、新体制のもとエ

ネルギーと食料を軸とした地域支援をビジョ

ンとして活動を開始しました。

　日本における再生可能エネルギー・食料は

大きな転換期を迎えようとしており、地域の

重要性もますます増大しています。その中で新研究所は、研究者と地域の方々を結びつけるハブと

しての機能も兼ね備え、エネルギー資源の開発や利活用・食料資源の高付加価値化等に加え、大学

として教育を通じた人的資源の育成に貢献していきます。

２．組織図

　本研究所は、左記の３つの部門から構成

されます。

３．新エネルギー研究部門

⑴�　地中熱利活用評価・技術の研究開発

　青森県内において未利用もしくは低利用

の比較的安定した温度を示す地下水を利用

して、県内の農業生産に必要な熱エネルギー

の供給可能性評価及び利活用技術の開発に向

け、一部掘削による地下水の観測・水質分析

を実施しています。その結果、浅瀬石川流域

では浅瀬石川扇状地の下流部と比較して上流

部では、地下水の熱利用を行った場合、沈殿

物の生成が起きる可能性が低く、最も効率的

に地下水熱の利用が可能な地域であることが

示されました。平成30年度以降、企業との共

同研究を実施予定です。
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本田所長（左）と中井副所長（右）

地中熱利活用評価・技術の研究開発
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⑵　小型バイオマスガス化発電技術

　青森県内で発生するリンゴ剪定枝や間伐材等の未利用

木質系バイオマスのエネルギー利活用に着目し、低コス

トで高効率な小型全量ガス化発電システムの開発を目指

しています。これまで開発してきたガス化炉システムを

用いて希薄な酸素を添加したバイオマスチャーの水蒸気

ガス化を行い最適なガス化操作条件の検討を行っていま

す。

⑶�　再生可能エネルギー用光熱変換デバイス開発とその

応用

　再生可能エネルギー

の農林水産業への有効

活用に向けた研究モデ

ル用の太陽光・未利用

熱変換デバイスの開発

を目的に、農業と太陽

光発電の共生を目指すソーラーシェアリングに取り組ん

でいます。

　太陽電池パネルの影がどのように農作物の日照量に影

響を及ぼすかを定量的に評価・予測するための太陽光シ

ミュレーターの開発を進めており、太陽電池の設置に

よって農業生産に必要な平均的な日照量がどのように変

化するかを、数ヶ月のスパンで評価することができるよ

うになりました。�

⑷�　小風力揚水ポンプの試作と基礎評価

　高性能な小形垂直軸風車の開発と、それを用いた再生

可能エネルギー利用型揚水ポンプシステムの創製を目的

として、低風速始動性と高トルク出力を具備した風車を

開発し、風力式揚水ポンプシステムを試作しました。

　システムは漁業従事者

が簡単にメンテナンスで

きる仕様としており、風

車ならびに揚水ポンプは

組立・分解が容易かつ軽

量となるよう設計してい

ます。現在、システムを

むつ市浜奥内漁港区内に

設置し、水槽による海藻

類種苗生産実験用に供す

ることで長期の実証試験

を実施中です。

⑸　社会実装研究の実施

　県内モデル地域における社会実装研究として、エネル

ギー資源に恵まれる一方で一次産業が深刻な課題を抱え

る中泊町・外ヶ浜町をモデル地域とし、この地域の基軸

産業である水産業をモデル産業として、地域ニーズ及び

エネルギー資源の具体的・定量的な調査を行い、産学官

金連携による地域振興モデルの構築を目指すもので、全

研究部門が連携し一体となって、モデル地域・産業が抱

える課題の解決に取り組んでいます。

図　小型バイオマスガス化炉システム

太陽光シミュレータの開発

小型風力揚水ポンプ
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　大学の将来ビジョンに掲げる地域活性化の中核的拠点

としての役割を効果的、効率的に発揮するために必要な

「戦略的地域課題解決研究スキーム」を開発しています。

　また、研究所が開発した小型風車に空気ポンプを取り

付け、空気だまりを持つコンクリートブロックに送気す

るシステムを設計・開発し、石崎漁港内でのナマコ養殖

の実証施設を設置しています。北金ケ沢漁港では、小型

風車とソーラーパネルの独立電源を持つ魚類養殖環境モ

ニタリング・保全システムを設置し、マアジ、マホッケ

養殖の実装研究を行っています。

４．食料科学研究部門

⑴　食料科学領域学術拠点の形成を目指す基礎研究

　当部門では基礎研究として、①ショウジョウバエをモ

デル生物として用いた食品機能の迅速スクリーニング、

②網羅的解析ツールであるDNAマイクロアレイを用い

た遺伝子発現解析を駆使した食品の機能メカニズム研

究、③水産植物のモデル

生物であるスサビノリの

人工培養系を用いた海藻

の増養殖に関する基礎研

究を柱として研究を行っ

ています。

⑵　食の総合プロデュース

　地域振興として、青森県産の農林水産物を用いた「青

森セミフルコース」や「海の幸��下北プラッター」を

皮切りに「青函フルコース」「海の幸�青森プラッター」

等のイベントを通じ、メニュー開発や「食の総合プロ

デュース」を目指した実証研究を行ってきました。これ

らの事業をベースに地元自治体や企業との共同開発によ

り、商品化もされています。

⑶　北日本食の成長戦略の推進

　当研究所ではオカムラ食品工

業及び県産技センター内水面研

究所と連携し、深浦町における

世界市場に通用する安全・安

心な生食用サーモンの大規模陸

上養殖技術の確立及び青森県産

サーモンのテストマーケティン

グ手法の構築を行い、青森県水

産物の高機能ブランド化と輸出促進に資する実証研究開

発を行っています。

⑷　サイエンスカフェの開催

　一般市民と研究者を繋ぎ、科学の社会的な理解を深め

る新しいコミュニケーションの手法である「サイエンス

カフェ」は、比較的小規模な場所

でコーヒー等を飲みながら、科学

について気軽に語り合う場をつく

ろうという試みで、当研究所では

2015年から実施しており、現在も

年に３回ほど開催しており、様々

な話題を提供しています。

５．戦略企画部門

　2018年４月の研究所再編に応じて新たに設立された部

門であり、地域との連携を強化し、地域の課題等を解決す

るシンクタンク的機能を果たすことを目的としています。

３名の兼任教員からなり、地域のニーズから研究シーズを

アレンジする活動を開始しています。

①飼育中のショウジョウバエ
ショウジョウバエは、入手し易く飼育が容易で場所を取らず世代時
間が短い等、モデル生物として優れた点を持っている。

サイエンスカフェの情報
は、Facebookでどうぞ。
「弘大食料研サイエン
スカフェ」で検索！

②DNAマイクロアレイ

③スサビノリの人工培養

青森カシスフルコースお披露目会と青森セミフルコース

海外での
マーケティング調査
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白神山地と弘前大学

　青森・秋田県境の日本海に面する位置にある白神山地は、その一部がユネス

コの世界自然遺産に登録されており、東アジアで最大規模の原生的なブナ林が

広がっています（写真１）。津軽地方には、白神山地から供給される水や、土砂

が作り出した平野を利用して稲作が行われるなど、自然の恵みを受けて人々の

生活が続けられてきました。白神山地から至近の距離にある弘前大学もまた、

白神山地の自然や文化などについて、さまざまな調査・研究活動を続けていま

す。地球温暖化や外来生物の影響など自然環境の変化が大きな問題となってい

る今、森林生態系をはじめとする白神山地の自然の姿を解明しその適切な保

全・利用を図る方策を示すことは、世界に対する弘前大学の責務とも言えます。

白神自然環境研究センターの成り立ちと組織

　このような背景のもと、環境変動をモニタリングによって解明するととも

に、動植物の分類学的・生態学的研究やその存立基盤となる気象や土地の研

究を進め、また環境教育を推進することを目的として、2010年10月に弘前大

学白神自然環境研究所が設立されました。その後、2018年３月には、学内組

織の変更により弘前大学農学生命科学部附属白神自然環境研究センターとなり

現在に至っています。センターには、表-1に示すように、植物,�動物,�気象・地

表-1　白神自然環境研究センターの組織構成（2018年11月現在）

部　　門 スタッフ構成
植　　物 石川幸男（専任）、山岸洋貴（専任）、殿内暁夫、本多和茂
動　　物 中村剛之（専任）、大高明史、東　信行
地象気象 檜垣大助（センター長）、松山信彦、丹波澄雄、石田祐宣
教育文化 上條信彦

写真１　ブナの原生的な森林に覆われる白神山地
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象,�教育文化の４つの研究部門があります。組織構成とし

ては、専任教員３名のほか、学部内・外から協力教員９名

が兼任となっており、総合的観点での調査研究体制ができ

ています。

　また、当研究センターに附属する白神自然観察園が、

2010年に西目屋村川原平地区に整備され、およそ18haの

敷地面積を持っています（写真２）。ここには、主にブナ

やミズナラを主体とする落葉広葉樹の二次林や一部にサワ

グルミを始めとした湿性の森林が分布し、スギ・カラマツ

の造林地も存在しており、約280種の植物が確認されてい

ます。動物ではニホンザルのほかに、ツキノワグマやニホ

ンカモシカの姿を見ることもあります。観察園ではこうし

た動植物に関連した各種の調査研究が取り組まれているほ

か、学生の実習研修、学内外の諸団体の研修や観察会も開

催されています。また、「白神キノコの会」の精力的な探

索によって、2018年３月までに300種を越える担子菌類や

子のう菌類（いわゆるキノコ）が確認されていますが、こ

れは小面積の観察園としては全国的にみても特筆すべき点

です。これらの情報は学生や周辺の住民の方も利用しやす

いブックレットとして出版し、上記の実習研修や環境教育

などの活動に生かされています。

センターでの取り組み

　当研究センターでは白神山地を日本海側多雪地域のモデ

ルとして捉え、この地域の主要河川である岩木川,�赤石川,�

白神川の各流域で生態系のモニタリングサイトを設定して

います。その中では、特に環境変動の影響が危惧される主

要山岳の高標高域にも注目しています。

　植物部門では、モニタリングによる気候変動に対する植

物群落の長期的変動の解明に力を入れるとともに、各種植

物の繁殖や樹木個体の成長に与える影響の把握にも取り組

んでいます（写真３）。動物部門では、主に昆虫相の把握

を通じてこの地域の特性を解明することに取り組むととも

に、鳥類や魚類等の調査研究も実施しています（写真４）。

また、気象・地象部門では、リモートセンシングの技術も

活用しながら、白神山地のブナ林を維持させる気温や降水

量などの気候条件の把握や、多発する地すべり、土壌や

水環境の研究を行っています。その中では、低標高なが

ら氷期の名残りとみられる白神岳

（1232ｍ）山頂の高山的景観を持

つ気候条件解明という、全国的に

事例も少ない気象観測も実施して

います。さらに教育文化部門では、

主にこの地域に縄文時代から暮ら

していた人々の生活実態を把握し、

自然との密接な係わり合いの中で

はぐくまれてきた文化の特性の解

明に取り組んでいます。

　研究成果は、モニタリングを通

じた地球温暖化の影響把握だけで

なく、それを地域や関係機関と共

有することで、白神山地世界自然

遺産地域の保全・管理の方策策定

にも資すると期待されます。そこ

で、成果はセンターの英文研究紀

写真２　白神自然観察園（中央：研究棟）

写真３　世界遺産地域での植生調査（静御殿）
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要で発表されるほかに、センターが開催するシンポジウ

ム・セミナー等で学内外に公表しています。また、白神山

地世界自然遺産は中緯度温帯が今後の環境変動で変化して

ゆく際の代表的なモニタリングサイトとしての価値をユネ

スコから認められていることから、こうしたモニタリング

自体が世界的な価値を持っているのです。　

　さらに、気候変化や外来生物の侵入などによってこの地

域の生態系で多大な変動が懸念されることから、センター

では、白神山地標本百年計画を立ち上げ、現在の動植物を

保存・記録し後世に伝えることを目的として標本収集・

整理にも取り組んでいます。これまで植物3000点、動物

50,000点が採集・整理されたほか、2016年には青森県の

植物を網羅した細井幸兵衛氏標本約32,000点を譲り受け、

その目録整理を行い2018年に「新青森県植物目録」を発

刊しました。標本の収集や整理は市民や学生の協力を得て

行っており、環境教育活動にも繋がっています。標本は保

管し研究に用いるだけでなく、市民に公開し生物や自然へ

の関心を高めることも重要です。センターでは、2018年

11月から白神山地の玄関口に位置する中津軽郡西目屋村

に同役場の協力を得て標本室を設けました。また、セン

ターの活動には学生・市民との協働取り組みが多いことか

ら、平成28年度から、白神山地の自然を説明できる人材

を２年間で育成する「白神履修証明プログラム」を生涯学

習教育研究センターと共に実施しています。

　弘前大学は、このような魅力と課題を持つ白神山地に半

日もあれば行って来られる好立地にあります。学生と教員

がチームを組んで行う山での調査・研究に加え、道の無い

沢や山に自然の大きさを学ぶことができる白神山地は、人

間形成の場にもなっています。

写真４　 昆虫調査（大川流域）
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≪はじめに≫
　弘前大学は政府の「革新的イノベーション創出プログラ

ム（COI�Center�Of�Innovation）」の拠点の１つとして採択

されています。

　医学部基礎棟には、同プロジェクトの推進母体（事務

局）として「弘前大学COI研究推進機構」の戦略企画（支

援）室が設置されており、産学官民が一体となって、寿命

革命（健康寿命の延伸）を目指し、ひいてはSociety5.0時

代の健康オープン・イノベーション2.0の追求、SDGs（国

連の掲げる「持続可能な開発目標」）への貢献を最終目標

に、戦略的に課題を設定し、精力的に関連研究の活動を続

けています。

　本プロジェクトの一環として平成29年、健康増進機能

を集約した全学組織である「健康未来イノベーションセン

ター」を創設、平成30年には同センター名を冠した拠点

施設を新設しました。ここでは、弘前大学COIプロジェク

トの戦略、取り組みやビジョンと併せて、本町キャンパス

に設置された『健康未来イノベーションセンター』の概要

についてご紹介します。

≪弘前大学COIプロジェクト≫
　COIプログラムとは、平成25年にスタートした文部科学省の大型研究開発支援プログラムで

あり、10年後に目指すべき社会像・ビジョンを見据えて革新的なイノベーションを創出するプ

ラットフォームを整備すること（バックキャスティング型研究開発）を目的としています。

　青森県は厚生労働省が公表している平均寿命都道府県ランキングでは全国最下位を継続、これ

を背景に弘前大学では2005年から岩木地区の住民の健康増進を目的に大規模な健康調査（岩木

健康増進プロジェクト）を開始しました。その活動を引き金として、弘前大学はCOIの全国18拠

点の１つに採択されました。以降、「真の社会イノベーションを実現する革新的『健やか力』創

造拠点」と銘打ち、大きく３つの課題（１）健康ビッグデータを用いた疾患予兆法の開発、（２）

予兆因子に基づいた予防法の開発、（３）認知症サポートシステムの開発、に戦略的に取り組ん

でいます。

　取り組みの強化のために、青森県の健康増進研究と地方創生の中核拠点となる「健康未来イノ

ベーションセンター」の組織および施設が共に設立されたことにより、弘前大学の全学マネジメ

ント体制が構築され、文字通り「アンダーワンルーフ」のもと、産学官民が連携して真の社会イ

ノベーション実現、世界人類の健康づくりへの貢献を目指しています。
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＜岩木健康増進プロジェクト＞
　弘前大学は、弘前市岩木地区の住民に対する健康

啓発活動を長年続けています。2005年から毎年健

康調査を実施しており、毎年約1,000名の住民が参

加しています。健診で得られる住民の健康情報（=

健康ビッグデータ）は、認知症・生活習慣病などの

早期発見を可能にし、予防方法の検証や社会実装に

役立てられています。

＜産学官民との連携＞
「学」との連携
　本拠点の最大の特長である健康ビッグデータの解

析に向け他大学と強力なデータ解析チームを組んで

います。

「産」との連携
　国内の大手ヘルスケア企業をはじめ、約40社以

上の企業が参画、連携し社会実装を実施していま

す。

「民」との連携
　青森県医師会に「健やか力推進センター」を設立、

職域、地域、学校における健康づくりのリーダー

「健やか隊員」を育成し、県民のヘルスリテラシー

（健康意識）の向上に向けた活動を展開しています。

「官」との連携
　本拠点周辺の自治体では、首長が前面に立ち“健

康都市宣言”を行っており、平成30年度には県内全

40市町村で達成を予定しています。

　また、青森県では健康経営に取り組む企業にイン

センティブを与える「健康経営認定制度」を実施し

ており、後述の「健やか力推進センター」の研修を

受講することが必須となっていて、制度的なリンク

が図られています。
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「健康づくり×健康寿命延伸×まちづくり」に経済活動(BIZ)を合体・融合させ、“真の社会イノベーション”を創造する

※研究フィールド「青森県」は日本一の短命県:課題先進地域

『AI等最先端科学研究(超多項目健康BD解析)』 × 『地道な健康教育･啓発活動(環境づくり)』の融合

《ヘルスケア分野に革新をもたらす３本の戦略的研究課題設定》
Ⅰ 健康ビッグデータを用いた

疾患予兆法の開発
Ⅱ 予兆因子に基づいた
予防法の開発

Ⅲ 認知症サポートシステム
(意思決定支援)の開発

弘前大学が保有する世界無二の超多項目
健康ビッグデータで、予兆から予防､行動変
容までトータルでの革新的な研究開発を行う。

健康人の2000項目健康ビッグデータをもつ
弘前大学だからこそできる革新的チャレンジ!

口腔内細菌

生活習慣病

弘前大学COI拠点の全体像

図１　研究開発の概要

分野の垣根を越えた
多因子的解析を可能にする網羅的データ
2,000項目 x 1,000人 x 14年

【遺伝学分野】

【健康科学分野】

（性別・血圧・体力・肥満・
共生細菌・診療データ）

（労働環境・経済力・学歴）

（ＤＮＡ）

生理・生化学データ

社会環境的データ

分子生物学的データ
1 ゲノム解析 ２ フリーラジカル

医学部各講座、
全学部等が幅広く関与

【人文科学分野】

【社会科学分野】

個人生活活動データ
（就寝時間・会話の頻度・食事・

趣味・ストレス）
プレゼンス

アイデンティティ

1 体格・体組成 2 内臓脂肪 3 体力 4 栄養状態 5 歩行速度
6 巧緻性検査（ペグボード）7 重心動揺検査 8 歩行分析（アユミアイ）
9 筋力 10 骨密度・骨代謝 11 関節 12 頸椎MRI 13  肝・胆
14 内分泌 15 消化器系 16 呼吸器 17 心臓（心エコー）
18 脈管（動脈硬化）19 腎 20 視力・眼底検査写真 21 聴力検査
22 泌尿器 23 神経内科 (認知) 24 神経系 25 皮膚科診察
26 アレルギー 27 口腔衛生 28 腸内細菌 29 呼気ガス 30 微量元素
31 アミノ酸分析 32 脂肪酸分析 33 ペントシジン 34 ホモシステイン
35 アディポネクチン 36 レプチン 37 セロトニン 38 コルチゾール
39 PAI-1 40 フィブリノゲン 41 FDP 42 エクオール 43 メタボローム解析
44 免疫・炎症 45 酸化ストレス（ビタミン、カロテノイド、8-OHdG）

①

②

③

④
1 職業・学歴：農家etc 職業別METs- 中卒・高卒・大卒
2 家族：同居人数、配偶者の有無
3 日常生活の状態等（会話、就業状況、年金受給状況、社会関連性、
生活時間など）

1 転倒 2 睡眠 3 食事 4 口腔ケア状況 5 飲酒
6 喫煙 7 病歴・服薬 8 服用コンプライアンス
9 生殖、母子手帳
10 生活の質QOL:SF-36（身体機能、日常役割機能（身体・精神）、
体の痛み、社会生活機能、全体的健康感、活力、心の健康）
11 PHCS:自覚的健康管理能力（ヘルスプロモーションを主眼とした健康関
連習慣や健康関連行動の変容に関する評価指標）
12 ボディーイメージ 13 民間医療利用

世界的に類をみない、健康人の超多項目健康ビッグデータ

※岩木ビッグデータではひとりの人間の分子生物学的データから社会環境的データまでをすべて関連づけた網羅的解析が可能

ほぼすべての関係者が
集結する『場』

医学部各講座、他学部(人文･理工
他)、他大学・研究機関、公的機関、

企業、自治体、市民

一つの測定項目と他の2000項目と
の関連性が検討できるメリット！

例)1,000名の腸内細菌データだけでは
大きな意味を持たないが、2,000項目と
の関連性ではイノベーティブな知見をもた
らす。
⇨ 性、年齢、肥満、体格、体力、動脈硬
化、喫煙、飲酒、食生活、運動、便通、口
腔内細菌、口腔環境、ピロリ菌、認知症、
糖尿病、高血圧、アレルギー、肝機能、腎
機能、心機能、肺機能、睡眠、微量元素、
呼気ガス、免疫能、ストレス、ロコモ、メタボ、
好中球機能、リンパ球、サイトカイン、ビタミ
ン、ホルモン、脂肪酸、アミノ酸、服用薬剤、
泌尿器疾患等との関係が明らかになる。

Iwaki Pure Big Data

※14年間実施し延べ“約2万人”以上。H28-29は別途65歳以上高齢者2.4千人対象とした認知症健診も実施。

【岩木プロジェクトデータ項目(2,000)】

《分野・領域横断的な研究体制》

《構造イメージ図》

〇学生へのｽﾎﾟｰﾂ健康に関する
実践的な知識・経験・技能習得

○スポーツ・運動と健康との関係
についての総合的研究

○地域住民に対する
健康スポーツ活動推進や啓発

○ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ・健康教育の拠点
○子どもの心の疫学的追跡調査
○教育委員会，教育学部との連携
○子どものこころの専門家育成
○東日本大震災後の地域への支援

○県全域の健康増進のための
教育・研究支援

○地域保健，健康推進の人材育成
○健康知識の啓発・普及，
社会基盤整備，地域システム構築

健康OI2.0拠点施設『健康未来イノベーションセンター』

○疾患予兆発見と予防法の創出
○ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞ法・製品の開発
○他大学のコホート研究との連携
○上記開発の社会実装のための
社会基盤の構築

○ビッグデータ解析専門人材の育成

イノベーション創出部門 地域の健康づくり部門

スポーツ・医科学部門こどもこころ部門

『健康』に関する研究開発機能を本センターに集約:全学的(学部横断)マネジメント体制を構築

学校

自治体

企業

地域住民

・社会医学
ネットワーク
・産官学民連携
・施策提言

健康未来イノベーションセンター

医学部キャンパスの中心エリアにH29年度末に施設完成!!

オープンラボ：
参画企業間連携によるイノベーション創出

新型健診プログラム開発室：
青森県民の健康増進に向けた研究開発拠点

【中核組織】

1F
2F

先端機器室：
質量分析装置等による先端測定

次世代クリニカルシーケンサ室：
遺伝子解析によるゲノム医療等の実現

スーパーコンピュータ 「IWAKI」 ［健康未来イノベーションセンター］

図2　健康ビッグデータの概要

図3　健康未来イノベーションセンター
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施設紹介

ますます進化する
学びの空間を紹介

特集 地域戦略研究所

白神自然環境研究センター

健康未来イノベーションセンター

≪１階　産学官民交流フロア≫
＜イノベーションサロン＞

　入り口から入ってすぐにある交流スペースです。

　参画企業、大学、自治体、地域の住民の皆様に気軽に交

流いただくオープンな場所として作られました。色も形も

異なるデザイン性の高いイスやテーブルを置いて独創性の

高い環境にしたことで、新たなアイディアが創出され、質

の高い交流が促進されることが期待されています。

＜新型健診プログラム開発室＞
＜「新型（啓発型）健診」とは＞
　「健康未来イノベーションセンター」設置の大きな目的

の一つに、短命県を返上するための戦略としての新しい健

診の開発が挙げられます。新型健診プログラム開発室はそ

の開発を目的として作られたスペースです。

　「新型健診」とは、従来の健診では難しかった健診後の

健康意識・行動変容を目的とした新健診プログラムです。

従来型の健康診断は、結果通知に数週間を要し、わかりに

くい専門用語での説明や通知後の支援が個人任せであるこ

となど、結果を手にした受診者の生活習慣改善（行動変

容）につながりにくいという課題がありました。受診者本

人がその後の行動変容を起こしうるヘルスリテラシー（健

康教養・知識）を持っていないことから、自身の健康を“自

分ごと化”して健康増進行動につながらないためです。

　そこで、この課題を解決し、受診者が自身の健康状態

をしっかりと認識し（自分ごと化）、健康増進に向けた意

識・行動変容を促進することを目的に、弘前大学COIでは

「岩木健康増進プロジェクト」のノウハウや知見を凝縮し

た新行動変容プログラムとして「新型健診」を開発しまし

た。これは本拠点の最終的なビジネスモデルの１つとも

なっています。

　新型健診では「メタボ」「ロコモ」「口腔保健」「うつ病・

認知症」の４つの重要な切り口に項目を絞り込んでいます。

健診の実施、結果の通知、その後の行動変容に向けた健康

教育までを１日で完結し、実証的に健診を実施します。

＜先駆的な活用事例＞
　健康未来イノベーションセンターの「新型健診プログラ

ム開発室」では新型健診を実施しています。

　一例として、平成30年７月には弘前大学COI・弘前市・

ライオン㈱の三者が口腔に特化した新型健診「歯科保健検

査」を実施しました。

　今回は弘前市の職員が対象。受診者は事前にレントゲン

撮影、問診票の記入をしたうえで、健診当日、来場後１時

間以内に唾液の検査や口臭測定などを通じて口腔の状況を

検査し、検査直後に結果が手渡されました。唾液検査およ

び口腔内写真の説明、歯科衛生士による実技指導（ブラッ

シング方法など）を実施し、健診後の行動変容を促す試み

です。

　当日は弘前市の櫻田市長も受診者として参加、メディア

にも大きく取り上げられました。

　優先順位が低く受診率が低いままにとどまっている歯科

検診を、歯科医師不在のもと、低コストおよび短時間に実

施し、また受診者の行動変容までを促す健診として、COI

の社会実装の一例となっています。

　新型健診プログラムに組み込まれる参画企業各社の技術

を製品化・事業化へとつなげることにより、本拠点で開発

される各種疾病予防製品・サービスの普及をも目指します。

　新型健診は日本全国（地域、企業、学校）で実施できる

とともに、アジアを始めとした海外への普及を図り、ひい

ては世界人類の健康づくりへ、SDGsへの貢献をめざすス

キームともなっています。

メディアの取材を受ける櫻田市長 新型健診の様子

健康未来イノベーションセンター
Innovation Center for Health Promotion

イノベーションサロン
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＜他の活用事例：セミナー関係等＞
　その他、センターは、健康増進に関すること、各種講演

会や研究会の開催、共同研究・国際交流による指導的人材

育成を通じて地域の活性化に貢献することなど、健康・予

防医学に関する分野に関係する様々な研究・社会活動に幅

広く利用されています。

　健やか力推進センター「リーダー育成研修」　

　職域における健康づく

りのリーダーの育成を目

的として、平成30年10月

２日、青森県生活協同組

合連合会の弘前地区の組

合員を対象に研修会を実

施しました。

　いきいき健診事前研修会　

　「いきいき健診」は健

康寿命延伸を目的に実施

している大規模認知症コ

ホート研究で、65歳以上

80歳までの市民を対象

に行っている全身の健康

チェックです。実施担当

者の事前の研修の様子。

���「脳研×高度先進×COI合同セミナー」　

　平成30年10月15日、「第

12回　脳研×高度先進×

COI合同セミナー（第78

回　脳研高度先進合同セ

ミナー）」として、社会

医学講座　井原一成先生

に、うつ病をはじめとす

る精神疾患や高齢者の認

知機能について、これまでの研究内容をご講演いただきま

した。

　学内の各講座主催講演会・研究会　

　内分泌病理Up�to�Date

講演会の様子。東北大学

大学院医学系研究科・医

学部の笹野公伸教授に

「副腎悪性腫瘍の病理と

臨床WHO2017に向けて」

と題してご講演いただき

ました。

聞き取り調査
①既往歴・家族歴、②食生活、③運動習慣、④喫煙、⑤飲酒、⑥睡眠・休養、⑦便通・排尿習慣、⑧服薬状況など

①メタボ、ロコモ、口腔保健、うつ病・認知症の重要4テーマを総合的に健診する
②半日(健診は約2時間)で終わる → そのためには検査結果を即日還元
③健康教育(啓発)に力点を置く

弘大COI:新型健診検討PT（COI×健やか力推進センター×健診センター(協力：四師会)）

迅速な測定結果(2hr後には本人に詳細結果フィードバック)

簡易型・包括的人間ドック

単なる病気の判定ではなく、
その後の行動変容につながる
“健康教育・啓発”

受診者

※必須項目(共通)＋オプションOP(選択)

①うつ度：CES-D
②認知機能：MMSE

うつ病・認知症

①骨そしょう症：骨密度
②筋減弱症：体力測定

ロコモティブ
シンドローム

歯周病・う蝕
：口腔健診

口腔保健

新型健診
の特徴
(ポイント)

①肥満度：体組成
②高血圧：血圧測定
③脂質異常症：ｺﾚｽﾃﾛｰﾙなど
④糖尿病：HbA1c、血糖など
⑤動脈硬化：PWV、ABI測定

メタボリックシンドローム

※健康意識(興味･関心)が低く､まだ症状がない住民(生活者)こそ真のターゲット

モバイル型健診 → 健診データを使ってその場で“健康教育”を行う
メタボ、歯科口腔、ロコモ、うつ病・認知症、三大生活習慣病、健診、運動・飲酒・喫煙などの生活習慣

ICT活用で後日もケア → いつでも、どこでも、だれでもできる
《Comprehensive＆Educational Health Check(CEHC)》

※健康増進アプリは世の中に数多くあるが、真に行動変容までつなげられる総合的仕組み(プログラム)は未だ存在しない。
COIのあらゆる成果を集約する『新･行動変容プログラム:啓発型健診』

図４　新・行動変容プログラム（啓発型健診）

健やか力推進センター
「リーダー育成研修」

いきいき健診事前研修会

学内の各講座主催講演会・研究会

脳研×高度先進×COI合同セミナー
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施設紹介

ますます進化する
学びの空間を紹介

特集 地域戦略研究所

白神自然環境研究センター

健康未来イノベーションセンター

≪２階　イノベーション創出フロア≫
＜ビッグデータ解析コーナー＞
　イノベーションセンター２階には、学内や参画企業の研

究者が解析を行うスペースとして「データ解析室」「先端

機器室」「NGSクリニカルシークエンサー室」が設置され

ています。厳重なセキュリティ対策環境の下、高機能最先

端の機器を使用し、ビッグデータの解析を行うことが可

能。社会実装を目的とした地元企業の事業活性化および大

学全体の研究力の強化を図っています。

　健康ビッグデータを用いた疾患予兆法の開発には本学

が持つ解析手法（生物統計、バイオインフォマティクス、

AI、スーパーコンピュータ等）を用いて解析することによ

り、認知症などのバイオマーカーの発見、疾患予兆アルゴ

リズムの開発を進めて事業化につなげます。これらの解析

機器を使って集積したデータについては、各分野の専門家

が集まるビッグデータ解析チームの体制が整っています。

多様な観点から解析することが可能であり、データに新た

な価値を創出することができます。

　生活習慣病全体を対象とした研究を進める上で解析デー

タは非常に重要であり、2,000超の測定項目について相互

の関連を調べることで、新たな疾患予兆マーカーの発見に

もつながることが期待されています。

　岩木健診で採取した検体の腸内細菌・口腔内細菌叢のメ

タゲノム解析については、すでに塩基配列解読が終了して

います。これによって得られる2,000人規模のメタゲノム

データは今後、より詳

細なデータ解析と解釈

が迅速に進むものと期

待されます。本学が蓄

積する世界に類のない

超多項目の健康ビッグ

データを網羅的に解析

することによって、認

知症や生活習慣病を始

めとする疾患の早期予

兆・発見が可能となり

ます。

＜オープンラボ＞　
　本拠点参画企業・他大学研究者用のスペースです。弘前

大学COI拠点には約40社以上の企業が参画し、青森県・弘

前市の支援の下、イノベーション創出のためのプラット

フォームが形成されています。COI参画企業は学内に共同

研究講座を開設していますが、オープンラボは、常駐して

いる研究員が利用しているほか、自治体、大学間、各企業

との打ち合わせにも活用されているオープンスペースとし

て利用できるよう開放されています。

　COI事業の特長のひとつが「アンダーワンルーフ」。文

字通り、一つ屋根の下で大学や企業の関係者、一般市民の

皆さんが議論し、一体となって研究開発に取り組むイノ

ベーションプラットフォームを実現させる、物理的な場

所・設備が整った環境があります。

大学院
医学研究科
ビッグデータ
医科学分野

岩木ビッグデータの統合的な解析
手法を開発し、従来の疾患概念と
は異なる新たな疾患概念を構築す
ることにより、次世代の個別化医
療・予測医療の実現を目指す。

ビッグデータ解析による
新たな疾患概念の構築

(BD解析タスクチームリーダー)

※バイオインフォマティクス・生物統計・臨床統計分野の第一級専門家が一大集結

生物統計×ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ×機械学習×ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ×ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの融合

“個別化医療・精密医療”“予防・先制医療”“(データの)標準モデル化” “健康社会モデル”

奥野 恭史 教授

京都大学

東京大学

スーパーコンピュータを用いた大
規模ゲノム解析を活用し、ゲノ
ムデータと生活習慣・社会環境
データを対応させることにより、革
新的な疾患予兆法を開発する。

ゲノムデータ解析による
疾患予兆発見の開発

井元 清哉 教授

医科学研究所
ヘルスインテリ
ジェンスセンター
健康医療データ
サイエンス分野

東京大学

大学院
医学系研究科
生物統計学分野 松山 裕 教授

超多項目の健康ビッグデータの
特性を生かし、ヒトの属性と腸内
細菌組成に注目して解析を行う。

ビッグデータを用いたヒト
属性と腸内細菌組成と
の関連解析

名古屋大学

岩木ビッグデータをその特性を生かし
ながら統計学を活用して解析し、効
果的な生活習慣病の予兆式を開発
して、早期発見・予防につなげる。

ビッグデータ解析による
生活習慣病の予兆法開発

中杤昌弘 病院講師
医学部附属病院
先端医療開発部
データセンター

東京大学

岩木ビッグデータをその特性を生かしな
がら統計学を活用して解析し、生活
習慣・社会環境も考慮した革新的な
MCIの予兆式を開発して、MCIの早
期発見・予防につなげる。

ビッグデータ解析による
MCI予兆法の開発

大学院
医学系研究科
生物統計
情報学講座

平川晃弘 特任准教授

統括:中路特任教授(弘前大)

弘前COIを中心とした
強力なBD解析体制

多大学間連携による最強BD解析チームが本格稼働へ

(BD解析タスクチームサブリーダー)

DB構築▶疾患予測AI開発へ

腸内･口腔内細菌の徹底解析へ 腸内細菌と肥満の関連解析へ

認知機能と睡眠の関連解析へ

図６　ビッグデータ解析チーム

図５　ビッグデータ解析機器

オープンラボ

先端機器室
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＜アンダーワンルーフの企業間連携プロジェクト＞
　一例として、ローソン・ファミリークッキングスクー

ル・工藤パン・はくばく等が連携、協力し、若年層を対象

にして、食物繊維が簡便にできるレシピの商品化および行

動変容へ向けた情報発信を実施しています。

　食物繊維の摂取の重要性について、レクチャーや店内放

送、啓発のためのラジオ放送により、情報を提供するとと

もに、簡便に食物繊維を摂取することができるおにぎりな

どの商品の開発、販売を行い、食物繊維摂取量の増加、ひ

いてはヘルスリテラシー（健康教養）を向上させることを

目指します。

　この例に見られるように、COIの参画企業がお互いに

連携し合い社会実装に向けた事業を展開するのは、「アン

ダーワンルーフ」で構築されたイノベーションプラット

フォームが機能している弘前大学COIならでは、と言えま

す。

≪おわりに≫
　弘前大学COIでは、世界人類への健康づくりに貢献する

というビジョンの下、アンダーワンルーフで参画企業間の

戦略的アライアンスも盛んに行われています。一般には企

業間の連携は競争・利害関係の問題等から難しいことも多

いでしょう。しかし、本拠点には健康ビッグデータの解析

と健康教育を中心に捉えた健康増進に向けた社会づくりに

より「県民・国民の健康寿命の向上と、人々がいきいきと

健やかに暮らせるような健康長寿社会の実現」という共通

理念のもとに参画機関が共感・結集し、真のオープンイノ

ベーションを実現しています。そのため様々な戦略的プロ

ジェクトが立ち上がり、そこに共通の目的で集った様々な

企業が連携・協力し合いながら取り組みにつなげているの

も大きな特長であり、本拠点の最大の強みと言うことがで

きます。その理念は生活者の住民とも共有され、産学官民

が一体となった本拠点の取り組みは国内外に様々な反響を

呼び、大きく注目され始めています。

　これらの取り組みを通じて、県民の健康意識は徐々に、

しかし確実に高まりつつあります。短命県返上はもとよ

り、国内さらにはアジアをはじめとする海外にも広く波及

し、世界の人々の健康づくり、SDGs（国連の掲げる「持

続可能な開発目標」）の達成にも大いに貢献する成果の創

出を目指していきます。

＜組織図＞

アンダーワンルーフで構築されたオープンイノベーションプラットフォーム
COI参画機関がリアルにアンダーワンルーフに集い、活発な議論からイノベーションを創出!!

Under One
Roof

2016.5~ 2016.12~ 2017.2~
2017.8~

2018.7現在
社会医学講座＋共同研究・寄附講座（11講座＋α）
10名以上が常駐しアンダーワンルーフのもと研究開発を実施

※他の参画(予定)企業とも続々交渉中

2018.1~
2018.4~

2018.4~

2017.12~

2018.6~

2017.11 ~

2018.6~

図７　オープンイノベーションプラットフォーム

図８　弘前大学COI拠点組織図

図９　健康未来イノベーションセンター組織図
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第18回
弘前大学総合文化祭

朝 夕冷え込む季節になりましたが、皆様はいかが

お過ごしでしょうか。

　毎年恒例となっている弘大祭、今年は10月19日（金）

～21日（日）の３日間で行いました。昨年は、天候に

恵まれない日もありましたが、今年は３日間とも晴天に

恵まれ、まさしくお祭り日和でした。大きなトラブルも

なく予定通りの日程で弘大祭を行うことができました。

　さて弘大祭は今年で69回目、弘前大学総合文化祭と

しては18回目の開催を迎えました。私たち弘前大学学

祭本部実行委員会は、各学部祭実行委員会の方々や教職

員の方々と協力し、弘大祭を運営しています。弘前大学

総合文化祭は、学生による模擬店やステージイベントを

含む弘大祭と、教職員の方々が講演会や体験会を開催す

る学術文化祭を同日に実施する規模の大きな文化祭で

す。今年の来場者数は約8,000人と大変多くの方に来場

いただき、今年の弘大祭も大盛況に終わりました。

　今年度の弘前大学総合文化祭のテーマは、

「SCREAM2018～さわげ！もっと！」
でした。

　SCREAMには、弘大生や来場者の方が、弘大祭のイベ

ントや弘大祭で行われるライブなどで、興奮して叫びた

くなる程に熱く盛り上がっていただき、弘大祭をより活

気溢れるものにしたいという思いを込めていました。　 

　また、SCREAMには、大笑いするという意味もあり、

芸能人招致イベントのお笑い芸人によるお笑いライブを

筆頭に様々なイベントで、弘大生や来場者の方に大笑い

して楽しんでいただきたいという思いも込めていました。

　今年のテーマも、近隣住民の方々を始め、弘前市に

お住まいである多くの方々に支えられたおかげもあり、

テーマの目標に向けて全力で取り組むことができまし

た。皆様がテーマの目標のように楽しんでいただけてい

れば幸いです。我々弘前大学学祭本部実行委員会でもこ

のテーマを取り入れた様々なイベントを３日間通して開

催しました。
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　 １ 日 目 は 弘 大 祭 の 開 催 を 宣 言 す る  “Opening 
Festival” で幕を上げました。伊藤理事、鎌田副市

長、各学部祭実行委員長を始め、多くの方々に出席い

ただき、無事開催を迎えることができました。ステー

ジでのイベントでは、毎年恒例となっているイベント

の “BINGO GAMES” では、弘大生のみならず、家

族連れの方などの一般来場者の方もたくさん参加して

いただき、ビンゴカードがすぐに捌けてしまうほどの

盛り上がりでした。また、

“Performance Show 
2018” には、様々なジャ

ンルからたくさんの方が集

まり、弘大祭の会場を盛り

上げてくれました。

　２日目は毎年恒例となっ

て い る　 弘 大 祭 大 人 気 イ

ベ ン ト、“よ さ こ い 弘
大”と芸能人招致イベント

で あ る “SCREAM LIVE 
2018” がありました。ど

ち ら も、 昨 年 に 負 け ず 劣

ら ず の 盛 り 上 が り と な り ま し た。“よ さ こ い 弘 大”で

は、青森県内外のたくさんのチームが参加し、迫力の

ある演舞でメインストリートをにぎわせてくれました。

“SCREAM LIVE 2018”ではラバーガールさんと早出明弘

さんによるお笑いライブでした。会場も大盛り上がりで

ステージが笑いに包まれました。サイン色紙を賭けた

じゃんけん大会では、弘大生から地域の方まで様々な人

が参加し、楽しんでいました。

　３日目は昨年の盛り上がりにより今年度も引き続き

“女装コンテスト～72時間の魔法　平成のラ
ストシンデレラ～ ”を開催しました。今年も素晴ら

しいクオリティで会場を沸かし、ミスターコンテストに

も負けないくらい会場を沸かせてくれました。

　そして、毎年人気の “ミスター弘大コンテス
2018”。かっこいい衣装や面白い衣装でステージの華

となってくれました。今年は女装コンテストの投票期間

も３日間に変更し、たくさんの方が投票してくれるイベ

ントとなりました。

　弘大祭の３日間もあっ

と い う 間 に 過 ぎ て し ま

い、残すイベントは最後

のステージイベントであ

る“Final Festival”
と文京町グラウンドでの

花火のみとなりました。

“Final Festival”で の コ ン

テストの結果発表は、だ

れが勝つのかとドキドキ

の時間となりました。そ

して、佐藤学長の乾杯の

合図の後、最後に大きな花火打ちあがり、皆感慨深いと

いった様子でした。

　最後とはなりますが、今年も総合文化祭を開催するに

あたり、教職員や弘大生の皆さん、地域や企業の方々な

ど、本当に多くの方々のご協力によって、無事に弘大祭

を行うことができました。本当にありがとうございまし

た。今年の総合文化祭が皆さんの思い出の一つとなって

いれば幸いです。

 弘前大学学祭本部実行委員会
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Laboratory
introduction

１．研究室の概要
　当研究室は、平成21年４月に弘前大学北日本新エネル
ギー研究所の創設と共にエネルギー変換工学部門として
設置された後、平成28年４月に大学改組及び新学科設置
に伴い、阿布里提教授が理工学部自然エネルギー学科に
異動して今に至っている。
　人類の未来にとって持続可能なエネルギー社会構築に
は化石燃料エネルギーから自然エネルギーへの転換は不可
欠である。しかし、自然エネルギーは、環境性に優れてい
るもののエネルギー密度が低くコストが高い。また、現在
の生活様式を継続する中でエネルギー需要を賄いきれるも
のではない等の欠点もあり、自然エネルギーを中心とした
エネルギー社会システムの構築には相当な時間を要すると
考えられる。さらに、国や地域によって気候条件が大きく
異なり、自然エネルギー資源やエネルギー消費構造も異な
ることから、化石燃料依存型社会から自立した地域循環
型社会へ転換するには、地域特性に応じた適正技術の選
択・開発及び最適なバランスを有するエネルギーベストミッ
クス利用システムの構築も不可欠である。
　当研究室では、地域資源を活かし、積雪寒冷地に対応
した持続可能な低炭素エネルギー社会の実現を目標とし
て、産学官連携の推進を図るとともに、水素・燃料電池・
蓄電及びバイオマス等のエネルギー変換・利用を柱とする

基礎研究から、エネルギーのベストミックス利用システム
技術の研究まで一貫した研究開発を展開している。

２．研究内容
2.1　燃料電池の高性能化・低コスト化に関する研究
　燃料電池（FC：Fuel Cell）は、究極のクリーンかつ高
エネルギー効率の技術として実用化が切望されているが、
その普及のためには低コスト化が鍵である他、燃料電池の
エネルギー総合効率向上のために熱利用率の向上も不可

自然科学系 安全システム工学領域
大学院理工学研究科（自然エネルギー学科併任）

エネルギー変換工学研究室
 教 授 阿布里提

図２． 高機能ペロブスカイト型酸化物正負極を持つSOFC電極の
断面画像と発電特性

図１
エネルギー変換工学研究
グループ写真
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欠であり、熱需要が高い積雪寒冷地の地域発展にも、燃
料電池は大いに貢献するものと期待できる。
　当研究室では、固体酸化物形燃料電池（SOFC：solid 
oxide fuel cell）と固体高分子形燃料電池（PEFC：
polymer electrolyte fuel cell）を中心に、電池材料技術
（電極・電解質・触媒など）とセル製法及びスタック技術
の開発を行うとともに、燃料電池内部の物質や熱移動の
数値計算により、セル内部の温度分布の改善や物質輸送
の促進を検討している。さらに、燃料電池システムの総合エ
ネルギー効率向上を図るため、燃料電池排熱を有効に利用
したコージェネレーション（暖房・融雪）システムの開発等
も行っている。

2.2　低コストの水素製造技術の開発
　水素エネルギーは、CO2を排出しないエネルギー媒体と
して、分散型電源や輸送用途のエネルギー源の一つとして
活用が期待され、家庭用燃料電池や燃料電池自動車の普
及にも水素インフラの構築が不可欠である。また、水素エ
ネルギー社会を実現するには、化石燃料依存の水素製造
システムから脱却し、CO2を排出しないエネルギー源から
水素を低コストかつ高効率的に製造をする技術も不可欠と
なっている。当研究室では、①環境への影響を低減する
観点から水を原料とする新しい低温水分解用水素製造触
媒技術；②太陽光や風力等の不安定な再生可能エネルギー
の有効な利用方法の一つとして、水の電気分解による高
効率水素製造触媒技術；③バイオマスガス化による水素
製造触媒技術などの研究開発を行っている。

2.3　次世代バイオマスエネルギー転換技術の開発
　世界全体の再生可能エネルギーの現状を俯瞰すると、
バイオマスエネルギーの割合が圧倒的に多く、国際エネ
ルギー機関（IEA）が発表した再生可能エネルギー供給で
は、バイオマスが約３／４となっており、バイオマスのエネ
ルギー利用分野は、今後も拡大していくことが見込まれて
いる。しかし、バイオマス資源は発生地域に分散しており、
形状・性状が多種多様なため、割高な収集運搬コストや
地域特性や原料特性に応じた利用技術の開発等の課題が

多く、地域の実状を踏まえたバイオマスの利活用方法を明
確にした上で、バイオマスを効率的、安定的、経済的に利
用する戦略的な技術開発を図る必要がある。本研究室で
は、青森県内の未利用バイオマス資源をエネルギー源とし
て効率的かつ効果的に利活用するため、①廃棄物系バイ
オマスのガス化・燃料化及びバイオマスから水素を生産す
る技術の開発；②未利用バイオマス活用の地域特性評価
研究；③バイオマス産業都市構想調査研究などの研究開
発を行っている。

2.4　着雪防止型太陽光発電システムの開発
　太陽光発電普及拡大には、昼間に発電した電力を貯め
て夜間に使う「蓄電」設備・技術が必要不可欠な要素とな
る他、日照時間や降水（降雪）量、気温などの地域特性
も太陽光発電量に大きな違いをもたらすため、自然と共生
しながら、地域特性を踏まえた太陽光発電システムの利用
促進が重要である。当研究室では、太陽光パネルから雪
の滑落を促すような形状を提案し、効率よく着雪の防止が
可能な太陽光発電パネルを開発するとともに、気温による
影響を最小限にする蓄電技術の開発を行っている。

３．研究室の特徴
　人類共通の課題とも言
える低炭素社会を実現さ
せるためには、グローバ
ルな視点に立った国際共
同研究の推進が不可欠で
ある。当研究室は、研究
開発を効率的・加速的に
推進するため、国内外の
大学・研究機関との連携
を強く意識し、学生教育
の国際化を図りつつ、研
究開発活動の活性化を
積極的に推進している。
研究室内の使用言語は
主に英語と日本語である
が、国内外の学会で成
果発表を積極的に行うことで学生のスキル向上を図りなが
ら、研究室においても色々な国の言葉が飛び交う賑やかな
生活も通して、協調性やリーダーシップ、国際感覚を養う
ことができる環境作りに努めている。

図３　小型移動機器用PEFCスタック

図４　太陽光発電道路照明灯
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ニュージーランドのオークランド
工 科 大 学 に留 学 中 の人 文 学

部 現 代 社 会 課 程 国 際 社 会コース4
年 三 浦 瑞 貴です。 留 学 開 始からも
う９ヶ月が 経とうとしています。 最
初は慣れない場所、全く文化も違う
人達と一緒に生活することに不安で
いっぱいでしたが、友達にも恵まれ
何とか楽しく暮らすことができてい
ます。
　 オークランドはニュージーランド
の中でもかなり賑やかな街で、いわ
ゆる都会です。21年 間 弘前に住ん
でいた私としては最初は人やお店の
多さにウキウキしていたものの、落
ち着いたリラックスできる場所の方
が自分には合ってるなあなんていま
は思っています。さて、私はいま大
学 の 寮 に住 んで います。 寮 は１人
に一部屋与えられ、キッチン、シャ
ワー、トイレが共同のフラットメイ
トが自分の 他に３~ ４人います。前
期 のフラットメイトはアメリカ人２

人、デンマーク人１人、スコットラン
ド人１人で、 後 期はマレーシア、 バ
ングラデシュ、インドと国際色豊か
な中で暮らしています。国も違えば
文化も当然違い、戸惑うこともあり
ますがそれもひとつの異文化体験と
思い、楽しみながら暮らしています。
　クラスの前期はアカデミックイン
グリッシュという、現 地の学生（主
に英語が第一言語ではないひと）が
学 部 の 授 業を受けるための 英 語 の
クラスを一緒に受講しました。クラ
スメイトは皆長くニュージーランドに
住んでいる人が多く、英語は当然の
ように話せる人 たちばかりでした。
ニュージーランドに来た当初の私は
コミュニケーションをとるには不 充
分の英会話力で、先生やクラスメイ
トの言っていることが何となくわかっ
ても、会話が長くなるにつれて話す
スピードについていけなくなったり、
自分の考えを伝えることがなかなか
難しかったです。なので、最初はこ

の国で10ヶ月やっていけるか不安で
したが、クラスメイトはとてもフレン
ドリーで 優しい人が多くて、さらに
幸運にもクラスでできた友達がとて
も優しく色々サポートしてくれて、な
んとか 乗り切ることができました。
後期は自分の受講したいクラスを選
べたので、私は自分の専攻に関連す
るニュージーランドの社 会・文化に
関する授業を取りました。これらの
授業は前述の学部の授業を現 地の
学 生や 欧 米などの 国々からの 留 学
生と一緒に受けます。彼らは英語を
母国 語としていたり、コミュニケー
ションにおいて何不自由なく使いこ
なせるレベルの英語力といったよう
な人たちですので、ディスカッショ
ンや話し合いのときに話についてい
けず大変な思いもしました。先生の
ジョークも、よくわからないことが
何回もあって、置いてけぼりにされ
たような思いもしました。（しかし、
ジョークがわかってクラスメイトと一

オークランド工科大学での留学生活
人文学部　現代社会課程国際社会コース　４年　三浦　瑞貴 波の侵食で出来たと言われている

Cathedral Cove

星空が綺麗なテカポ
（湖も綺麗）
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緒に笑える瞬間はとても嬉しかった
です。） なので、 わからないことは
素直に聞く、自分の意 見を発する、
このふたつを授業中に心がけてみた
ら、内容がよく理解できて、授業を
受けることがより楽しくなりました。
また、 最 近は、 あなたの 英 会 話 力
は充分だよ、と言われることが増え
てきたので、私の留学の目的のひと
つであった英語を話せるようになり
たいという目標に大きく近づけたよ
うな気がします。
　 留 学 期 間 中 の 主なスケジュール
は、前述のように２セメスター（前
期と後期のようなもの）に分かれて
いて、 それぞれのセメスターにmid 
semester breakと い う ２ 週 間 の
授業休み期間があります。１セメス
ター目の 休 みは南 島 へ、 ２セメス
ター目の 休みはオーストラリアへ旅
行に行きました。南島のことを少し
紹 介しますと、 私 が 回った 場 所は
今いるオークランドの賑やかな雰囲

もありました。典型的な授業スタイ
ルとはかけ離れていますが、そのス
タイルがリラックスと心地良さを生
み出しているような気がしました。
　さて、帰国まであとわずかとなり
ました。ずっと夢見ていた留学生活
も終わりが近づいています。私の留
学生活を支えてくれた両親、サポー
トしてくださった 国 際 連 携 本 部 サ
ポートセンターの方々、留学を応援
してくれた友人、現 地で出会った友
人や先 生 方、そしてニュージーラン
ドという場所を知るきっかけを与えて
くださった澤田真一先生のおかげで
充実した留学生活を過ごすことがで
きています。残りわずかの留学生活
も、感謝を忘れず大切に過ごしてい
こうと思います。今までご支援と応
援をしてくださった皆さん、本当に
ありがとうございました。

気よりも、人や建物があまり多くな
く、観光客こそ多いものの、ゆった
りとした空気感があります。到着地
の１つであるテカポは星空が綺麗に
見えるということで有名で、実際に
ツアーに参 加して 観 た夜 空は今ま
で見たどの空よりも星の数が多く輝
き、幻想的なものでした。もし、こ
れを読んでくださる方がニュージーラ
ンドに行く機会があれば、ぜひ訪れ
ることをおすすめします。このよう
に、授業期間の間に中休み期間が
あるので、リフレッシュしながら勉
強できるのがオークランド工科大学
のいいところだと思います。 また、
ニュージーランド全 体でのんびりと
した国民性があるようで、学生も先
生もリラックスしています。 ある授
業ではマラエ（大学内にある先住民
族マオリの集会所）の中でマットレ
スをスクリーンが見えるように半円
上に敷いてその上に座ったりある人
は寝転がりながら授業を受けるもの

オークランドの街中

ラグビー試合観戦 オールブラックス（ニュージーランド代表）VSワラビーズ（オーストラリア代表）

２セメスター目のフラットメイト（筆者
は左から２番め）

大学内の日本クラブで出会った友人
達（筆者は右から４番め）

１セメスター目のフラットメイト
（筆者は左から２番め）

International noho marae に参加し
た留学生数名と先生方との小旅行

International noho marae ポイダンスを練習して披露し
ている様子

オークランドの街中
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人文社会科学部　思想文芸講座　准教授　原　克昭

農学生命科学部　食料資源学科　助教　管原　亮平

農学生命科学部　国際園芸農学科　准教授　川端　二功

　10月１日付で人文社会科学部に日本倫理思想史担当として着任いたしました。
専門領域は日本の神話注釈を中心とする宗教文化史・文芸思想史です。出身は愛
知県東三河地方で、大学進学から前任校離任までの27年半ほど東京におりまし
た。文化資源学コースにおける日本思想史研究の沃野を切り拓くべく努めて参り
ます。なにとぞよろしくお願い申しあげます。

　平成30年８月に当所属に着任いたしました。大学生までずっと福岡にいまし
たが、関西、関東と移り住み、ついには東北に至りました。研究対象は昆虫で
す。主に分子生物学が専門で、最近は虫個体レベルの研究にも取り組んでいま
す。寒い弘前でも虫を通年飼育できるか心配はありますが、「研究は楽しく！」
をモットーに、面白い成果を出していけたらと考えております。よろしくお願い
申し上げます。

　平成30年８月に着任しました川端二功（かわばたふみのり）と申します。専門
は畜産学で、主に鶏が感じる味覚のメカニズムについて研究しています。鶏の味
覚が制御できれば、食べさせたい飼料を適切なタイミングで与えることができ、
地域や世界の畜産が変わると考えています。牛、豚、鶏は我々の食生活を支える
スーパースターです。そのような家畜の魅力を伝えられるよう、努力していきま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

new face
新任教員紹介

教員が新たに加わりました
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け い じ ば ん コ ー ナ ー

　弘前大学では去る８月３日（金）、「教育に関し
て優れた業績を上げた教員」の表彰式及び「成績
優秀学生」の表彰式を行いました。
　表彰式には、各学部等から推薦された教員７名
中５名、学生26名中20名が出席し、伊藤教育担
当理事・副学長をはじめ各学部長及び研究科長が
見守る中、佐藤学長から一人ひとりに表彰状と副

賞が贈呈されました。
　また、学長から祝辞とともに今後の活躍を期待
する旨の励ましの言葉があり、これを受けて、教
員を代表して教育学部佐藤松夫准教授から、学生
を代表して医学部保健学科２年の千葉さゆりさん
から謝辞とこれからの飛躍を誓う決意が述べられ
ました。

弘前大学「教育に関する表彰式」を実施

佐藤学長（前列左から４人目）と表彰教員

佐藤学長（前列左から５人目）と表彰学生
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編集後記

　平成30年度東北地区大学体育大会は、東北地
区大学体育連盟加盟の48大学が参加して、５月
18日～11月４日の日程で14の競技種目が開催さ
れました。
　弘前大学では、準硬式野球（６月29日～７月
１日）が大鰐スタジアム及び五所川原市営野球場

で10大学249名、バドミントン（６月30日～７
月１日）が青森県武道館で11大学93名、の参加
を得て、主管大学として開催しました。どちらの
競技とも、各競技場で熱戦が繰り広げられまし
た。

平成30年度東北地区大学体育大会を開催

け い じ ば ん コ ー ナ ー
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項目

学生総合共済

給付件数 給付金額

病気入院・手術 96 6,970,000

事故入院・手術 26 1,740,000

事故通院・固定具 156 6,212,000

後遺障害 0 0

本人死亡 2 2,000,000

火災・盗難・借家人賠償 17 1,521,050

扶養者死亡 8 1,600,000

合計 305 20,043,050

【2017 年 4 月～2018 年 3 月の給付件数と給付金額】(円)

●自宅で料理をしていて、包丁が指に刺さった。

→示指の外側神経の断裂 通院 11 日 手術１回

給付金額 72,000 円

●アルバイト先で床にこぼれた水に

気づかずに転倒して右膝を脱臼。

→右膝蓋骨脱臼 入院 20 日 通院 14 日 手術１日

給付金額 278,000 円

●急性アルコール中毒

→入院１日 給付金額 10,000 円

【学生総合共済 給付事例】

運動中のケガが一番多いですが、

日常生活の中でのケガや病気は

誰にでも起こり得ます。

弘大生の9 割以上が

加入している「学生総合共済」

身のまわりでケガや病気で

通院した学生がいたら、

共済の「給付申請した？」と

お声がけください。
その一言が

「たすけあい」に繋がります。

※詳しい保障内容はパンフレットご覧下さい。

2017 年（2017.4～2018.3）

弘大生の病気・事故(ケガ)等による

学生総合共済（生命共済）の

給付件数・給付金額は

305 件

20,043,050 円でした。

学生委員会と

大学生活アドバイザーが

作成している「給付ボード」

学生総合共済の毎月の特徴的な給

付内容を掲載し

「予防」を呼びかけています。

学生総合共済マスコットキャラクター「タヌロー」

学生総合共済の「給付申請」

「ご相談」は生協店舗へ！
※「学生総合共済」の加入の確認は「たび shop」でできます。

文京地区：たび shop TEL 0172-37-6480

本町地区：医学部店 FERIO

保健学科 Clover TEL 0172-35-3275

病院にかかったら

窓口へご相談を！

大学が窓口になっている

【学生教育研究災害障害保険(学研災)】の給付状況

学研災では

・部活中のケガ…2 件

・授業中のケガ…2 件

・実習中のケガ…1 件

・通学中のケガ…1 件

計 6 件 337,000 円の

給付実績がありました。

学研災の「加入」確認も

生協店舗【たび shop】で

できます！
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